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 ヘルスコミュニケーション、医学サイエンスコミュニケーション、メディカルサイエンスコミュニケーションは、

広義のヘルスコミュニケーション（ヘルス関連領域でなされるコミュニケーション）と見做すことができるが、各々

の概念には明確な違いがある（表）1。まずメディカルコミュニケーションは、医学者・医療者同士の専門知識の交換

や協働のためのコミュニケーションであるから、患者・市民が関与するヘルスコミュニケーション、医学サイエンス

コミュニケーションとは明確に異なっている。医学サイエンスコミュニケーションは、医療者と市民の間のコミュニ

ケーションであるが、ヘルスコミュニケーションにも医療者と市民の間のコミュニケーションは包含されている。ヘ

ルスコミュニケーションと医学サイエンスコミュニケーションの違いは、前者が患者・市民の疾病の予防や治療を目

的としてなされるのに対して、後者は市民へ医学のサイエンスとしての面白さ、意義、役割を伝えることを主な目的

とする点である。しかしながら、この両者は、時に重なり合ったり、お互いに行き来することもありえる。例えば、

COVID-19 の予防のためのヘルスコミュニケーションをしているうちに、mRNA ワクチン発明の背景にある興味深い

逸話や mRNA ワクチンという技術の社会的な意義についての証言（医学サイエンスコミュニケーション）が入るこ

ともありえる。また逆に mRNA ワクチンに関する医学サイエンスコミュニケーションのうちに、ワクチン接種勧奨

のメッセージ（ヘルスコミュニケーション）が入ることもありえるであろう。筆者は、ヘルスコミュニケーションと

医学サイエンスコミュニケーションの目的の違いが明確に意識されていれば、この種の重なり合いや行き来があって

も差し支えないと考えている。しかしながら、話者がヘルスコミュニケーションの話をしているつもりで、実際は医

学サイエンスコミュニケーションの話をしていたり、また逆に話者が医学サイエンスコミュニケーションの話をして

いるつもりで、ヘルスコミュニケーションの話を続けてしまう事態は望ましくないと考えている。 
 
表 ヘルスコミュニケーション、医学サイエンスコミュニケーション、メディカルコミュニケーション 

（広義の）ヘルスコミュニケーション 

ヘルスコミュニケーション 
  医療者  ⇔患者・市民 
  患者・市民⇔患者・市民 

医学サイエンスコミュニケーション 
   医療者 ⇔ 市民 

メディカルコミュニケーション 
   医療者 ⇔ 医療者 
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